
募集及び選考・採用に関する要件［平成募集及び選考・採用に関する要件［平成2323年度～］年度～］

任期終了後の
ポストを用意

国
際
公
募

第
三
者
を
含
め
た

公
正
な
選
考

テ
ニ
ュ
ア
審
査

テニュアトラック
教員として採用

テニュア教員
として採用

博士号取得後
10年以内の研究者

テニュアトラック期間
（５年程度の任期を付した雇用）

テニュア教員
（安定的な雇用）

テニュアトラック制：公正で透明性の高い選抜により採用された若手研究者が、審査を経て
より安定的な職を得る前に任期付の雇用形態で自立した研究者として
経験を積むことができる仕組み

テニュアトラック普及・定着事業テニュアトラック普及・定着事業

中間評価

テニュアトラック普及・定着事業

自立的に研究できる環境を整備



ポ
ス
ド
ク

ポ
ス
ド
ク

自立した研究スペースを持ち、自らの裁量で研究資源
（資金・設備・人）を活用しつつ、研究に集中しやすい環境を整備

事務サポート
共通設備利用

大
学
事
務
局

助言等

学会発表等

ポ
ス
ド
ク

助
言
等
を

行
う
教
員

研究主宰者研究主宰者
((Principal Principal 

InvestigatorInvestigator))

自
立
し
た
研
究
環
境

（
資
金
、
設
備
）

研究活動
（エフォート70％以上）

学生の指導など教員
としての活動

テ
ニ
ュ
ア

ト
ラ
ッ
ク
教
員

外部資金等
の獲得

研究

研究環境に関する要件［平成研究環境に関する要件［平成2323年度～］年度～］

学
生
等

テニュアトラック普及・定着事業テニュアトラック普及・定着事業テニュアトラック普及・定着事業



ノーベル賞（化学賞、物理学賞、生理学・医学賞）受賞者の
業績を上げた年齢の分布（1987～2006）

28

38

29

6

2

10

5
3

16

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～ （年齢）

（人）

出典：文部科学省調べ

注）業績を上げた年齢は、受賞のきっかけとなった論文等の発表時点である。その際に以下の手法を適用した。

①受賞のきっかけとなった論文等の発表年から生まれた年を単純に差し引く。
②複数の論文等が受賞の対象になっている場合は、最初の論文が発表された年を使用。
③受賞の対象となった論文等の発表時点が特定できない場合は、その中間の年を発表時点と仮定。
例えば、1990年代の業績であれば、1995年、1990年初めの業績は、1992年。1990年後半の業績は、1998年。
1990年中頃の業績は1995年。

ノーベル賞受賞のきっかけとなった論文は、30代～40代前半の若い時期に発表されている


